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略
　
　
年
　
　
譜

一
九
三
二
年
八
月
　
　
　
宮
崎
県
都
城
市
に
生
ま
れ
る

一
九
五
一
年
三
月
　
　
　
宮
崎
県
日
南

(飫
肥
)
高
等
学
校
卒
業

一
九
五
一
年
四
月
　
　
　
熊
本
大
学
法
文
学
部
入
学

一
九
五
五
年
三
月
　
　
　熊
本
大
学
法
文
学
部
卒
業

一
九
五
六
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

(西
洋
史
学
専
攻
)
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学

一
九
五
九
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

(西
洋
史
学
専
攻
)
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　

了

一
九
五
九
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

(西
洋
史
学
専
攻
)
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学

一
九
六
二
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

(西
洋
史
学
専
攻
)
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
取
得
退
学

一
九
六
二
年
四
月
　
　
　京
都
大
学
研
修
員

(
一
九
六
三
年
三
月
ま
で
)

一
九
六
二
年
四
月
　
　
　
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
兼
任
講
師

(
一
九
六
三
年
三
月
ま
で
)

一
九
六
三
年
四
月
　
　
　
熊
本
大
学
教
養
部
兼
任
講
師

(
一
九
六
七
年
三
月
ま
で
)

一
九
六
七
年
四
月
　
　
　
南
九
州
大
学
助
教
授

一
九
六
八
年
四
月
　
　
　
島
根
大
学
文
理
学
部
助
教
授

一
九
七
五
年
四
月
　
　
　
島
根
大
学
文
理
学
部
教
授

一
九
七
八
年
四
月
　
　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授

一
九
九
〇
年
四
月
　
　
　
金
沢
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
八
年
三
月
　
　
　
金
沢
大
学
を
定
年
退
職
、
金
沢
大
学
名
誉
教
授

一
九
九
八
年
四
月
　
　
　
就
実
女
子
大
学
文
学
部
教
授

二
〇
〇
一
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

二
〇
〇
六
年
三
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
を
定
年
退
職

、

　

　

　

著

作

目

録

　

　

　

　

　
〔
著

　

　

書
〕

キ
リ

ス
ト
教
と

ロ
ー

マ
皇
帝

　

　

　

　

　

　

教
育
社

　

　

　

　

　

　

　

　

一
九

八
〇
年

　

　

　

　

　
〔
論
　

　

文
〕

四
世
紀

に
お
け
る

ロ
ー

マ
社

会

の

一
考

察

世
界
史
研
究

一
六
　

　
　

　

　
一
九

五
七
年

　
ー

ク
リ
ス
ト
教
と
異
教
と

の
対
立

・
葛
藤

　

を
め
ぐ

っ
て
ー

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝

と

ク
リ

ス

ト
教

世
界
史
研
究

二
二
　

　

　

　

　
一
九

五
九
年

　
-
書
簡

・
立
法
を
中
心
と
し

て
ー

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
の
建
設
と
そ
の
　
史
林
四
二
ー

五
　

　
　

　

　

　
一
九

五
九
年

　
意
義

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
改
宗
i
そ
の
時
期

西
洋
史
学
五
三
　
　

　

　

　

　
一
九

六
二
年

　
と
動
機
を
め
ぐ
る
問
題
ー

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
と
太
陽
宗
教
　
　
　

　
史
林
四
六
ー

一　
　

　
　
　
　

一
九

六
三
年

　
ー
O
o
霧
欝
艮
貯
・¢
。
一一。
。。
問
題
考
-

啓
蒙
君
主
と
し
て

の

コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ヌ
ス
　

世
界
史
研
究

三
四
ー
三
六
合
　

一
九

六
四
年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

併
号

ユ
ダ

ヤ
教
と
原
始
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　

　
　
世
界

歴
史
　
第

二
巻

(
人
文
　

一
九

六
六
年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

書
院
)

ド

ナ
テ
ィ
ズ

ム
運
動

に
関
す
る

一
考
察
　
　
　
西
洋
史
学

七
〇
　
　
　
　
　

　

一
九

六
六
年

　
i

セ
ク
ト
運
動

の
性
格
と
意
義
ー

ロ
ー

マ
帝
国

の
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
　

　
　
　
・
歴
史

教
育

一
五
ー
七
　
　
　
　

一
九

六
七
年

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
町
　
　
　

　
　
　
　
世
界
歴
史

シ
リ
ー
ズ

ロ
1

マ
　

一
九

六
八
年

　

　

　

　

　

　

　

-　
　
　

　
　
　
　

　

帝
国

(
世
界
文
化
社
)

デ

ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
時
代
、

コ
ン
ス
　

西
洋
先
史
ー

五
世
紀
　
　

　
　

一
九

六
九
年
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史 窓

　
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
と
世
界
の
歴
史
二

(学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

習
研
究
社
)

ミ
ラ
ノ
勅
令
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
　

一
九
七
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史

一
巻
　
中
央
出
版
社

キ
ル
ク
ム
ケ
リ
ナ
ー
ネ
ス
に
関
す
る
一
考
察
　
西
洋
史
学
九
二
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年

ロ
ー
マ
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
　
　

図
詳
ガ
ッ
ケ
ン
・
エ
リ
ア
教
　

一
九
七
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

科
事
典
三
-
世
界
歴
史

(学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

習
研
究
社
)

皇
帝
崇
拝
と
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
　
　
　
　
　
　世
界
史
研
究
論
集
記
念
号
　
　
一
九
七
七
年

ロ
ー
マ
の
皇
帝
崇
拝
に
関
す
る
一
考
察
-
属
　
島
根
大
学
法
文
学
部
文
学
科
　

一
九
△
二
年

　
州
の
皇
帝
崇
拝
を
中
心
に
し
て
1
　
　
　

紀
要
六
i

一

ロ
ー
マ
領
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
皇
帝
崇
拝
　
　
　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
文
学
科
　
一
九
八
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
要
七
…

一

ギ
リ
シ
ア
・
ヘ
ブ
ラ
イ
の
理
想
国
家
像
と
ロ　

金
沢
大
学
文
学
部
論
集
史
学
　

一
九
九
四
年

　
ー
マ
帝
国
-

「
ロ
ー
マ
の
平
和
」
に
関
す
　
科
篇

二
二
・
一
四
合
併
号

　
る
一
考
察

「
ロ
ー
マ
の
平
和
」
に
関
す
る
考
察
i

一
・　

金
沢
大
学
文
学
部
論
集
史
学
　

一
九
九
五
年

　
二
世
紀
の
ロ
ー
マ
の
軍
隊

・皇
帝
崇
拝

・　

科
篇
一
五

　
キ
リ
ス
ト
教
対
策
を
中
心
に

キ
リ
ス
ト
教
迫
害
研
究
の
新
展
開
-
松
本
宣
　
歴
史
評
論
五
四
三
　
　
　
　
　

一
九
九
五
年

　
郎

・豊
田
浩
志
氏
の
近
業
を
中
心
に

神
君

「
象
く
塁
」
と
大
帝

「旨
偶鉱
ヨ
器
」

の
　
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
　
史
　

一
九
九
六
年

　
比
較
研
究
-
勺
舞

幻
◎ヨ
き
鋤
及
び
キ
リ
　
学
科
篇

一
六

　
ス
ト
教
迫
害
と
の
関
連
に
お
い
て

ロ
ー
マ
帝
国
の
州
分
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　角
田
文
衞
編

『新
修
国
分
寺
　

一
九
九
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
研
究
』
第
六
巻
総
括

(吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
弘
文
館
)
所
収

い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
世
界
宗
教
と
な
　
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
史
学
　

一
九
九
七
年

　
り
得
た
か
ー
世
界
国
家
ロ
ー
マ
と
の
関
わ
　
科
篇
一
七

　
り
に
お
い
て
ー

キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
宗
教
化
の
背
景
と
し
て
　
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
史
学
　
一
九
九
八
年

　
の
世
界
国
家

ロ
ー
マ
の
役
割
-
終
末
論
的

科
篇

一
八

　
立
場

か
ら
見
た

ロ
ー

マ
像

ヘ
ブ
ラ
イ
人

・
ギ
リ

シ
ア
人

の
戦
争
観

と
そ

就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

一　

一
九
九
九
年

　
の
修
正
者

ロ
ー

マ
人
ー

「
ロ
ー

マ
の
平

　
四

　
和
」

に
関
す
る
考
察
-

西
洋
古
代
世
界

に
お
け

る

「
書
物
」

の
歴
史
　

一
九
九
九
年
就
実
公
開
講
座
　

一
九
九
九
年

　
的
意
義
ー

ヘ
ブ
ラ
イ
人
、
ギ
リ

シ
ア
人
、　

「
書
物
と
時
代

の
思
想
-

世

　

ロ
ー

マ
人

の
場
合
を
中
心

に
…

　

　

　

　

界
と
日
本

」

一
・
二
世
紀

の

採
ー

マ
世
界

に
関
す
る
考
察
　
就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

一　

二
〇
〇
〇
年

　
-
宗
教

・
精
神
史

の
分

野

を

中

心

と

し

五

　
て
ー

「
ロ
ー

マ
の
平
和
」
と

キ
リ
ス
ト
教
　
　

　
　
史
窓
五
九
　

　
　

　
　

　
　
　
二
〇
〇
二
年

ー

二
世
紀

に
お
け
る
帝
国
と
教
会
ー

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝

と

キ

リ

ス

ト
教
　
京
都

女
子
大
学
大
学
院
文
学
　

二
〇
〇
四
年

　
ー
宗
教
寛
容
政
策

の
本
質
-
　
　
　

　
　
　
研
究
科
研
究
紀
要
史
学
編

三

コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
と

キ
リ
ス
ト
教

　

　

　史
窓

六
三
　

　

　

　

　

　

　
二
〇
〇
六
年

　
ー
対

マ
ク
セ
ン
テ

ィ
ウ
ス
戦

を
中

心
に
ー

　
　
　
　
　

〔
翻
　

　

　
訳
〕

W

・
デ

ュ
ラ
ン
ト

『
世
界

の
歴
史
七
-
英
雄
　
日
本

ブ

ッ
ク

.
ク
ラ
ブ
　
　
　

一
九
六
八
年

　
シ
ー
ザ

ー
と
共
和
制

ロ
ー

マ
』

W

・
デ

ュ
ラ
ン
ト

『
世
界

の
歴
史

一
五
-
　
　
日
本

ブ

ッ
ク

・
ク
ラ
ブ
　
　
　

一
九
六
八
年

　
イ
タ
リ
ア

・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
展
開
』

W

・
デ

ュ
ラ
ン
ト

『
世
界

の
歴
史
二
三
i
　
　
日
本
ブ

ッ
ク

・
ク
ラ
ブ
　
　
　

一
九
六
九
年

　
ル
イ
王
朝
と

フ
ラ

ン
ス
文
化
』
　
(
三
浦

精

一
と
共
訳
)

W

・
デ

ュ
ラ
ン
ト

『
世
界

の
歴
史
三

一
-
　
　
日
本

ブ

ッ
ク

・
ク
ラ
ブ
　
　
　

一
九
七
〇
年

　

一
八
世
紀
後
半
の
文
明
史
』
(
三
浦
精

一
、

　
大
月
邦
雄
と
共
訳
)

W

・
デ

ュ
ラ
ン
ト

『
世
界

の
歴
史
三
二
i
　
　
日
本
ブ

ッ
ク

・
ク
ラ
ブ
　
　
　

一
九
七
〇
年

　

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
近
代

へ
の
歩

み
』
(
山
内
満
、

124



新田一郎教授　略年譜 ・著作目録

　
島
岡
潤
平
と
共
訳
)

G

.
W

.
パ

ワ
ー

ソ
ッ
ク

『
背
教
者

ユ
リ
ア

　

　

　
思
索
社

　

　

　

　

一
九
八
六
年

　

ヌ
ス
』

S

・
ベ
ン

コ
編
著

『
原
始

キ
リ
ス
ト
教

の
背
　
　
　
　
教
文
館
　
　
　
　
　

　

一
九
八
九
年

　
景
と
し
て

の
ロ
ー

マ
帝
国
』

　
　
　

　
　

〔
書
評

・
紹
介
等

(
主
な
も

の
)
〕

≧

ま
包
譜
済
`

缶

O
o
ミ
爵
＆

毫

毳
§
偽

§

蕁
恥
　
西
洋
史
学
三
四
　

　
　

一
九
五
七
年

　

ト
ミ
恥
湘
o
ミ
魯
謡

ミ

馬こ

国
同
鐓
計
誠
`
漆

鋳
ミ

穴
§
論
§

、§
防
肉
匙
蒔

ミ
篝
　
西
洋
史
学
四
六
　
　

　

一
九
六
〇
年

　
寒

馬§
詩
ミ
ミ
遷
鴫

U
°
禽
比
。
°・"
国
`

○
§

笥
§

馬
ミ

§

"

禿
瓢
粛
貯
§

　
西
洋
史
学
四
九
　

　
　

一
九
六

一
年

　
竪
い
ミ
營

℃
禽
゜
≦
昌
ρ
ω
`
津

辱
眺§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
史
学
一
六
　
　
　
一
九
六
一
年

弓
削
達

『
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
家
と
社
会
』
　
　
　
　
　
西
洋
史
学
六
四
　
　
　
一
九
六
四
年

半
田
元
夫

『原
始
キ
リ
ス
ト
教
史
論
考
』
　
　
　
　
　
日
本
の
神
学

一
二
　
　

一
九
七
三
年

浅
香
正

『
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
と
そ
の
時
代
』　
　
　
　
　
古
代
文
化
二
六
　
　
　
一
九
七
四
年

弓
削
達

伊
藤
貞
央
編

『古
典
古
代

の
社
会
と
国
　
史
学
雑
誌
八
七
-
三
　

一
九
七
八
年

　
家
』

弓
削
達

『
ロ
ー
マ
皇
帝
礼
拝
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
　
日
本
の
神
学
二
四
　
　

一
九
八
五
年

　
害
』

松
本
宣
郎

『キ
リ
ス
ト
教
迫
害
の
研
究
』　
　
　
　
　

西
洋
史
研
究
二
〇
　
　

一
九
九
一
年

豊
田
浩
志

『キ
リ
ス
ト
教
の
興
隆
と
ロ
…
マ
帝
国
』　

史
林
七
八
ー
二
　
　
　

一
九
九
五
年

　
　
　
　
　

〔辞
　
典
　
項
　
目
〕

旧
約

・
新
約
聖
書
大
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
文
館
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年

　
ロ
ー
マ
史
関
係
　

一
〇
項
目

新
編
西
洋
史
辞
典

(改
訂
増
補
版
)　
　
　
　
　
　
　
東
京
創
元
社

　
ロ
ー
マ
帝
政
・
初
期
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年

　
係

一
〇
六
項
目

古
代
オ
リ
ェ
ン
ト
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
書
店
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年

　

「
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
」
な
ど
六
項
目

　
　
　
　
　

〔概
　
　
　
説
〕

神
々
と
宗
教
儀
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
刊
文
化
遺
産
九
浅
香
正
監
　
二
〇
〇
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
特
集
ロ
ー
マ
文
明
の
栄
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(島
根
県
並
河
萬
里
写
真
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団

・創
英
社
)

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
季
刊
文
化
遺
産

一
七
浅
香
正
　
二
〇
〇
四
年

サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
ン
・
ラ
テ
ラ
ー
　
監
修
特
集
ロ
ー
マ
古
寺
巡
礼

ノ
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(島
根
県
並
河
萬
里
写
真
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団

・創
英
社
)
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